
生徒指導 

 全体構想 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 年間指導計画 
 
 

具 体 的 な 場 に お け る 方 針 

生活指導・学習指導 生徒理解 教育相談 家庭・地域との連携 
 
・一人一人の実態を踏まえ、「分か
った」「できた」という実感があ
る授業を心がけ、意欲と自信が
高まるように指導する。 

・時と場に応じた言葉遣いや心の
こもった挨拶ができるようにす
る。 

・生徒、教師が共に時間を守り、見
通しをもって活動できるように
する。 

・・具体的な生活目標を設定し、そ 
 の達成のために必要な指導･援助 
 を行う。 

 
・授業のみならず、朝の活動、部
活動等日常の学校生活全般に
わたり生徒との触れ合う場を
多くし、信頼関係を深めるよう
に努める。 

・共感的理解を意識して生徒に
接し、共に歩む姿勢で問題解決
にあたる。 

・調査・検査の結果や、保護者・
地域から得た情報を有効に活
用する。 

・教職員間の情報交換を密にし、
共有した情報を指導に生かす。 

 
・日常の個人面談、チャンス相
談を行うとともに、年２回の
定期教育相談とスクールカ
ウンセラーとの個別面談を
実施する。 

・生徒が直面する問題を自分自
身の力で解決できるように
スクールカウンセラー等と
連携し、指導・援助する。 

・生活の記録、調査・検査、日
常的な観察を基に、生徒がも
つ悩みや問題の早期発見、早
期援助に当たる。 

 
・小学校や公民館、民生委員・
児童委員等との密接な連携
を基に、生徒指導を推進す
る。 

・学校だより、学校ホームペー
ジ、学年だより、保護者懇談
会等を通して学校への理解
と協力を求める。 

・地域の行事や文化活動等に積
極的に参加することを通し
て、地域社会の一員としての
自覚を高める。 

１   年 ２     年 ３    年 
一人一人が集団の中での自分の役割を果

たしていく場や機会を設定することで、集
団への所属感を高められるようにする。 

一人一人が的確に状況を判断し、自分の言
動に責任をもって活動する場や機会を設定す
ることで、充実した学校生活を送ることがで
きるようにする。 

集団全体の向上のために主体的に取り組む
場を設定することで、自己有用感を高めると
ともに、進んで周囲に対する働きかけができ
るようにする。 

（地域の実態） 
教育に対する関心が高く、学校

教育にも大変協力的である。 

（目指す生徒の姿勢） 
◇元気よく挨拶や返事ができる。 
◇時間を守って行動ができる。 
◇時と場に応じた適切な言動が
できる。 

◇進んで時間いっぱい清掃に取
り組むことができる。 

◇互いを認め合い、協力して活動
することができる。 

◇高い目標をもち、失敗を恐れ
ず、互いに磨き合うことができ
る。 

 

（生徒の実態） 
・明るく素直で、課題に対して真
面目に取り組む生徒が多く、「挨
拶・歌声・掃除」の伝統を受け継
ぎ、より充実させていこうとす
る気運がある。 

・様々な活動の中で、全校生徒が

共に協力して活動していこうと

する温かい雰囲気がある。反面、

人間関係に悩む生徒が一部に見

られ、好ましい人間関係づくり

に課題がある。 

各教科 
 
・一人一人の実態を

踏 ま え た 指導及び
援助を意識し、学習に
主体的に取り組む態
度を育てる。 

・｢分かる･できる｣授
業、自己決定の機会
のある学習を推進
し、集団の中での自
己実現を援助する。 

・一人一人のよさを大
切にし、互いに学び
合う態度を育てる。 

家庭・地域との連携 
 
・基本的な生活習慣の確立

や休日の過ごし方を中心
として連携を密にする。 

・地域の行事に積極的に参
加するよう働きかける。 

・学校だより､ホームページ
等を通して学校の教育方
針、活動内容を紹介し、理
解と協力を得られるよう
にする。 

その他の活動 
 
・ボランティア活動へ積極

的に参加する機会を設定
することで、思いやりや奉
仕の心をもつ生徒を育て
る。 

・部活動に積極的に取り組
むことで、たくましい体を
つくり、困難に立ち向か
い、最後までやり抜くこと
ができる強い心を養う。 

・様々な活動を通して、異
年齢間の交流を深め、望ま
しい人間関係が築けるよ
うにする。 

特別活動 
 
・達成感や自己有用感が感

じられる活動を設定し、
互いのよさを認め合え
る人間関係を育む。 

・人としての生き方を考
え、現在及び将来におい
て、自分の適性や能力を
生かすことができるよ
うにする。 

・肯定的な振り返りを大切
にした自己評価や相互
評価の場を設定する。 

特別の教科 道徳 
 

・生徒の主体的・自治
的活動を通じて自分
の行動に責任をもつ
という意識を育て
る。 

・ 全教育活動を通し
て、教師と生徒、生
徒相互の信頼関係を
深め、他を思いやる
心や、互いを尊重し
合える人間関係の育
成に努める。 

 
心豊かで、創造力と実践力のある自立した人間の育成 

    
  【友愛】 品位があり、友愛の精神に満ちた生徒 

  【創造】 自ら学び、創造的な知性を身に付けた生徒 
【剛健】 希望をもち、剛健な心身で生きる生徒  

学 校 教 育 目 標 

  
生徒一人一人のよさを伸ばし、自己指導能力を身に付けた生徒を育てる。 

生 徒 指 導 目 標 

◎家庭・地域・学校の一体化 
◎小学校との連携 

◎全教職員の共通理解による 
チームによる支援 

◎温かい学級・絆づくり 
◎温かい人間関係・居場所づくり 

◎生徒と教職員の信頼関係 

＜日常的な生徒指導実践の場＞ 基本的生活習慣の形成と望ましい人間関係の形成  
・登下校 交通安全意識の向上、あいさつ運動  ・休み時間 友達との良好な関係の構築、時間を意識した行動  

・授業 一人一人への理解と支援、「分かる」「できる」授業、一人一人のよさを大切にした学び合い 
・清掃活動 勤労奉仕と師弟同行  ・給食 望ましい食習慣、食に関する正しい知識 感謝の気持ち 

 ・部活動 一人一人の能力の伸長と自己実現への支援、目標に向かって努力すること 

  
生徒の主体的な活動を重視し、成就感や充実感、互いに支え合って生き
る喜びを味わわせ、進んで自己実現を図ろうとする生徒を育てる。 

生徒指導重点目標 

 
・ 一人一人のよさや可能性を積極的に見つけてより深い生徒理解に努め、教師と生徒、生徒相互の好ましい人間関係を築く。 
・ 生徒の自己肯定感や自己有用感を育み、自己存在感が感じられる「居場所づくり」や、共感的な人間関係による心のつながりが深ま

る「絆づくり」の活動を推進する。 
・ 自ら考え、選択し、決定する自己決定の場を多く設定する。   
・ 教育活動全体を通じて、自他の個性を認め、人間として互いに尊重し合う態度を育てる。 
・ 教職員間の共通理解を基に、全校体制による組織的・計画的な生徒指導を推進する。 
・ 発達障害や児童虐待、ＰＴＳＤ、性同一性障害等について、研修を進め、適切な初期対応や関係機関との連携を行う。 

・ 小学校や家庭、地域社会との連携を生かして、問題行動やネットトラブルの予防等、生徒の健全育成と安全指導に努める。 

本 年 度 の 生 徒 指 導 方 針 


